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令和３年５月１１日 

タイトル 
【論文掲載】葛葉川の水質が改善 

多種類の水生昆虫が復活 

Ｗｈｅｎ 

（いつ） 
令和３年３月１８日～ 

Ｗｈｅｒｅ 

（どこで） 
神奈川県立生命の星・地球博物館 HPで閲覧できます。 
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（だれが） 
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Ｗｈａｔ 

（なにを） 

Ｈｏｗ 

（どのように） 

２０１９年３月～１２月に葛葉緑地内の３地点の水生昆虫相

を正確に把握するため、灯火採集による成虫調査を実施しまし

た。 

その結果、カゲロウ目５種、カワゲラ目６種、トビケラ目 

２９種が確認され、１９８０年代と比べると、今まで確認でき

なかった多くの種が採集されました。 

採集された昆虫の中には、きれいな水質に生息する種類がみ

られ、葛葉川流域での公共下水道の整備よる水質が改善したこ

とが影響していると考えられます。 

また、葛葉緑地においては、豊富な湧水により水量が安定し

ており、河川流量の減少や河川流の分断による生息環境への影

響が少ないことも分かりました。 

過去の実績 
１９８０年調査：カゲロウ目１種 

１９８６年調査：カゲロウ目２種、トビケラ目３種 

今後の取り組み 

水質改善がさらに進めば、より豊かな生物相が形成されるこ

とが期待されます。今後もさまざまな方法で調査を継続し、生

物相の変化の把握や河川の水質保全活動につなげていきます。 

ホームページ URL https://nh.kanagawa-museum.jp/www/contents/1612425324536/index.html 

問い合わせ 
環境共生課環境総務担当：大嶋 
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